
医科歯科連携が支える予防歯科と口腔健康

医療法人社団デンタルケアコミュニティ（フォレストデンタルグループ）は、2026年6月にカンボジアで現地
の小学校において、国際医療支援活動を実施しました。

フォレストデンタルグループは、2017年からカンボジアで国際医療支援活動を継続しています。コロナ禍に
よる中断を経ながらも活動をつなぎ、来年には10年目という節目を迎えます。継続的な取り組みに共感した
仲間とともに、支援の輪は年々広がっています。

今年度は、医科・歯科・リハビリテーションなど多職種26名が参加し、歯科診療支援、口腔衛生指導、予防
歯科教育、アンコール大学での講義を通じて、持続可能な医療支援に取り組みました。

日本で培ってきた「医科歯科連携」や「予防歯科」の考え方を現地へ届け、現地の医療従事者とともに育て、
地域に根付く医療へつなげていくこと。
持続可能な医療支援の実現を目指した取り組み「カンボジア国際医療支援活動」をご紹介します。
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【フォレストデンタルグループ】2026年 カンボジア国際医療支援
法人の垣根を越えて 26名が医科歯科連携によるボランティアを展開

近年、歯科医療は「歯を治す医療」から、「口腔から全身の
健康を支える医療」へと役割が大きく広がっています。これ
は国内に限ったことではありません。

口腔の健康は、・食べる・話す・飲み込む
といった日常生活の機能だけでなく、
誤嚥性肺炎、糖尿病、心疾患、低栄養など、全身の健康とも
深く関わることが明らかになっています。

そのため、一人の健康を適切に支えるには、歯科だけで診療を完結させるのではなく、医師、看護師、リハ
ビリテーション専門職、管理栄養士、ケアマネジャーなど、多職種がそれぞれの専門性を活かしながら連携
する「医科歯科連携」が欠かせません。

この考え方は、高齢者医療だけでなく、「子どもたちの健康づくり」にも共通しています。乳幼児期・学童期
に正しい口腔ケアや生活習慣を身につけることは、将来のむし歯や歯周病の予防だけでなく、健やかな成長や
全身の健康につながります。



3法人・26名「医科歯科連携」をカンボジアで実践

【活動内容・参加者】
参加人数

医科チーム：13名
歯科チーム：13名　　合計26名

参加法人
医療法人社団 デンタルケアコミュニティ（フォレストデンタル）
医療法人社団 鴻愛会　（こうのす共生病院 神成 文裕 理事長）
医療法人メイ・ロイヤル　（石川 剛史 理事長）

歯科チーム
フォレストデンタルグループ：10名

（歯科医師：3名　歯科衛生士：5名　訪問コーディネーター：2名）
医療法人メイ・ロイヤル：3名

（歯科医師：2名　歯科衛生士：1名）
医科チーム

医師：7名　理学療法士：2名　言語聴覚士：1名　
看護師：1名　事務・帯同生徒：2名

（こうのす共生病院、松園第二病院、北里大学メディカルセンター、
　群馬大学医学部附属病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科、
　東北大学病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ほか）
主な活動内容

歯科検診・歯みがき指導
運動器（ロコモ）検診
耳鼻科検診・聴力検査

歯科医療法人が主体となり、複数法人・多職種が連携して海外医療支援を継続している取り組みは、全国的にも
多くありません。本活動は、フォレストデンタルグループが2017年から継続してきた海外ボランティア活動に
共感し、賛同した方々が毎年参画することで支えられています。

海外医療支援への参加は、支援への共感だけで実現できるものではありません。日々の診療体制を調整し、人材
を派遣し、継続して活動に関わり続けることが必要です。そうした負担がある中でも、医療法人メイ・ロイヤ
ル・医療法人社団 鴻愛会は継続して参加し、ともに支援を積み重ねてくださいました。この継続的な協力がある
からこそ、活動の幅は年々広がり、より充実した医療支援の実現につながっています。

法人の垣根を越えて同じ理念を共有し、それぞれの専門性を持ち寄りながら支援を続けていくこと。
それこそが本活動の大きな特徴であり、「本当の医科歯科連携」を支える原動力となっています。

カンボジアでは地域によって歯科医療や予防教育を受ける機会に差があ
り、子どものう蝕（虫歯）や口腔衛生の課題、さらには医療格差・健康
格差が依然として存在しています。公衆衛生・口腔保健活動に対する意
識も根付いていないのが現状です。
だからこそ、歯科検診や歯みがき指導だけでなく、運動器（ロコモ）検
診や耳鼻科検診・聴力検査を含めた多職種による支援を行い、重要性を
伝え、子どもたちの健康を総合的に支えることが重要だと考えていま
す。
フォレストデンタルグループでは、外来診療だけでなく、高齢者施設や
ご自宅へ訪問する訪問歯科診療を数多く行っています。日本で行ってい
る日常的な経験が、そのままカンボジアでの包括的な医療支援にも活か
されています。医科・歯科が互いの専門性を尊重しながら診療を行い、
現地医療従事者とも情報を共有することで、「口腔から全身を支える医
療」の重要性を伝えました。



カンボジアで予防歯科を根付かせる持続可能な海外歯科医療支援

世界とつながる医療。その先にある未来へ

今回の活動の特徴は、医科と歯科がそれぞれ独立して活動するのではなく、一つのチームとして互いに支え合いな
がら医療支援を行ったことです。
診療や予防活動では、医科・歯科双方が患者さんの状態や現地の医療課題について情報を共有し、それぞれの専門
的な視点から意見を交わしながら支援を進めました。

また、現地の医療従事者や子どもたちとの交流では、職種や法人の垣根を越えて協力し、一人ひとりが役割を果た
しながら活動を支えました。

このような連携により、口腔だけでなく全身の健康を見据えた包括的な医療支援を実現するとともに、参加した医
療従事者にとっても、多職種が互いの専門性を理解し、尊重し合う「本当の医科歯科連携」の価値を改めて実感す
る機会となりました。

医療支援活動に加え、アンコール共生病院での診察・治療支援、そして養護施設の子どもたちとの交流も実施しま
した。
（※現地での交流の様子については、デンタルケアコミュニティ法人全体サイト内で詳しく紹介しております）

今回の活動後、現地の歯科医師から嬉しい報告が届きました。
子どもたちへ寄贈した歯ブラシを活用し、現地の歯科医師が改めてブラッシ
ング指導を実施。子どもたちは実際に歯ブラシを手に取り、毎日の口腔ケア
に取り組んでいるそうです。
この知らせは、現地の医療従事者が主体となって予防活動を継続しているこ
とを実感できる出来事でした。
私たちが目指すのは、歯科ボランティアを実施するだけではなく、その取り
組みが地域に根付き、未来へ受け継がれていくことです。現地から届いたこ
の報告は、その一歩を感じられる何より嬉しい知らせとなりました。

フォレストデンタルグループが目指しているのは、「支援して終わり」の医療ではありません。
カンボジアでは、地域によって歯科医療や予防教育を受けられる機会に差があり、医療格差・健康格差が課題となって
います。私たちは、一時的な歯科ボランティアにとどまらず、現地の医療従事者とともに予防歯科を地域に根付かせ、
自ら健康を守り続けられる仕組みづくりを目指しています。

世界へ医療を届けること。
世界から学び、ともに未来の医療を育てること。
支援は、届けて終わりではなく、地域に根付き、人を育て、
次の世代へ受け継がれてこそ価値があります。

また、この活動は、現地への支援だけでなく、参加する医療従事者自身の成長にもつながっています。異なる職種や文
化の中で学び、協力し、考える経験は、日々の診療にも還元されています。
これからも一人でも多くの人が健康で笑顔に暮らせる社会を目指して活動を続けてまいります。

医療法人社団　デンタルケアコミュニティ
（フォレストデンタルグループ）

医療法人社団　鴻愛会 医療法人　メイ・ロイヤル



【沿革】

2010年　西東京院開院

 　　　　 NPO共生フォーラムによるカンボジア支援プロジェクトへ参画

2011年　あやせ院開院

2013年　鴻巣院開院

2016年　「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所」認定　

　　　　　※現在は「口腔管理体制強化（口管強）」に名称変更

2017年　川越院開院

 　　　　日本大学医学部歯科口腔外科との連携開始

 　　　　カンボジア院開院（アンコール共生病院内）

2018年　西新宿院開院

2022年　大宮院開院

2023年　川越院移転リニューアル

2024年　京都洛西院開院

2026年3月　千葉・習志野院開院

＜本件に関する報道関係者の方からのお問い合わせ・取材依頼＞

医療法人社団デンタルケアコミュニティ法人事務局　TEL:03-5771-2691

医療法人社団デンタルケアコミュニティ　法人全体サイト　☜CLICK　

全医院・各職種対象　採用サイト　☜CLICK　

医療法人社団デンタルケアコミュニティ フォレストデンタルは、海外の歯科衛生士学科との連携やカン

ボジア医療支援などの取り組みを通じて、国際的な人材育成に取り組む歯科医療法人です。

現場での実践教育を通して、グローバルな視点と確かな臨床力を育んでいます。

・新規OPENにも積極的に関わることができ、立ち上げの段階から医院づくりに携わりたい方。

・現場でしっかりスキルを磨きたい方にとっても、成長したい方。

・指導する立場としてスキルを磨きたい方、確かな指導のもとで成長したい方。

・海外ボランティアや国際医療支援に興味のある歯科医師・歯科衛生士も歓迎しています。

お互いに学び合いながら成長できる、多様な人材が活躍できるチーム。

教育・研修・国際交流に関心のある方はもちろん、 「新しい医院づくりに関わりたい」

「臨床力を高めたい」という方も、ぜひお気軽にお問合せ・ご応募ください。

■医療法人社団デンタルケアコミュニティ　フォレストデンタルについて

「世のため 人のため 共に生きる」の理念のもと、関東（東京都・埼玉県・千葉県）、関西（京都）に歯科

医院を展開。外来診療・訪問歯科診療だけでなく、国際支援、教育にも取り組んでいます。

今後も歯科医院の全国展開・事業拡大を控えており、歯科医師や各職種スタッフの採用も積極的に行ってい

ます。

法人公式Instagram

本リリースは、フォレストデンタルグループの国際医療支援「世界へ届ける医療」の取り組みです。

次回は、台湾からの留学生受け入れを通じた「世界から育てる人材」をテーマに、国際的な人材育成への取り組み

をご紹介します。

https://www.instagram.com/forestdental_official/
https://www.forest-dental.or.jp/
https://www.forest-dental.or.jp/
https://recruit.forest-dental.or.jp/
https://recruit.forest-dental.or.jp/
https://recruit.forest-dental.or.jp/
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